
▼
先
月
、
筆
者
の
勤
め
る
大
学
の

総
合
図
書
館
に
ク
ー
デ
ン
ホ
ー

フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
肖
像
画
が

寄
託
さ
れ
た
。
画
家
で
あ
る
甥
の

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
氏
の
作
品
で
あ
る
。

▼
図
書
館
が
こ
の
時
期
に
毎
年
行

っ
て
い
る
「
Ｅ
Ｕ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ウ
ィ
ー
ク
」
の
パ
ネ
ル
展
示
も

今
年
は
ク
伯
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、

友
愛
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
と
の

関
係
も
含
め
、
ク
伯
の
劇
的
な
生

涯
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

▼
記
念
講
演
会
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・

カ
レ
ル
ギ
ー
家
に
つ
い
て
も
資
料

を
見
返
し
て
み
た
。
ク
ー
デ
ン
ホ

ー
フ
家
は
、
十
六
世
紀
の
オ
ラ
ン

ダ
独
立
戦
争
の
際
に
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
王
家
の
た
め
に
戦
い
フ
ラ
ン
ド

ル
地
方
に
移
住
、
そ
の
後
フ
ラ
ン

ス
革
命
に
追
わ
れ
る
形
で
西
ボ
ヘ

ミ
ア
に
移
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
際

の
忠
勤
が
評
価
さ
れ
皇
帝
伯
爵
家

と
な
っ
た
。
▼
一
方
、
カ
レ
ル
ギ

ス
家
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
の
フ

ォ
ー
カ
ス
帝
の
後
裔
で
、
一
派
は

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
貴
族
と
し
て
栄

え
た
。
そ
の
末
裔
の
娘
マ
リ
ー
は

帝
政
ロ
シ
ア
の
バ
ル
ト
・
ド
イ
ツ

人
貴
族
の
母
を
持
ち
パ
リ
で
育
っ

た
。
彼
女
が
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
ー

ル
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
と
結
婚
し

て
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ

ー
家
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
▼

こ
の
正
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
体

現
す
る
血
統
に
、
日
本
人
女
性
の

最
初
の
国
際
結
婚
が
加
わ
り
誕
生

し
た
ク
伯
は
改
め
て
奇
跡
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
。
▼
折
し
も
、
ギ

リ
シ
ャ
と
国
際
債
権
団
の
交
渉
決

裂
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旗
の
制
定
の
功
労
者
で
も
あ
っ

た
ク
伯
は
、
シ
ン
ボ
ル
や
思
想
を

重
視
し
て
い
た
が
、
仮
に
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
。
経
済
先
行
の
統
合
の
限
界

を
説
く
の
か
、
そ
れ
と
も
危
機
の

時
代
に
こ
そ
新
た
な
飛
躍
の
可
能

性
を
見
出
す
の
か
。
激
動
す
る
情

勢
と
不
透
明
な
先
行
き
を
占
い
な

が
ら
、
ク
伯
の
肖
像
画
を
見
つ
め

て
い
る
。

（
ヒ
ゲ
）
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題字：鳩山威一郎

評
議
員
会
開
催
に
あ
た
り
、

冒
頭
、
先
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

奥
住
壽
前
監
事
（
五
月
二
十
六

日
ご
逝
去
）、
大
川
米
子
評
議

員
（
五
月
三
十
一
日
ご
逝
去
）

に
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
六
月
十
二
日
よ
り
一

週
間
の
日
程
で
訪
問
し
た
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（:

Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｂ
／
エ
ヤ
ッ
プ
）
と
の
友
好

五
十
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し

た
模
様
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

井
上
評
議
員
長
が
挨
拶
し
、

「
事
業
報
告
を
拝
見
す
る
と
、

日
本
友
愛
協
会
は
多
彩
で
有
益

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
解
り
ま
す
。
今
後
も
こ

れ
ら
の
有
益
な
事
業
を
続
け
て

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
そ

れ
に
は
財
政
的
裏
付
け
も
必
要

で
、
評
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

第
一
号
議
案
〜
第
三
号
議
案

定
款
に
基
づ
き
、
井
上
和
子

評
議
員
長
が
議
長
に
就
任
し

た
。第

一
号
議
案
　
平
成
二
十
六

年
度
計
算
書
類
（
決
算
）
及
び

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
六
年

度
事
業
報
告
、
第
三
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
公
益
目
的
支

出
計
画
実
施
報
告
書
は
、
同
時

に
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

理
事
長
よ
り
詳
細
な
事
業
報
告

が
行
わ
れ
た
。
計
算
書
類
に
関

し
て
は
、
議
長
の
指
名
を
受
け
、

事
務
局
が
詳
細
な
説
明
を
行
っ

た
。金

沢
俊
弘
監
事
が
、
監
査
報

告
を
行
っ
た
後
、
採
決
に
入
り
、

第
一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
と

も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
六

六
月
二
十
三
日
（
火
）
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
第
十
回
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
計
算
書
類
（
決
算
）
並
び
に

事
業
報
告
、
平
成
二
十
六
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
新
理
事
・
新
評
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。
監
事
二
名
は
留
任
と
な
っ
た
。

今
回
の
評
議
員
会
で
は
、
先
の
理
事
会
議
決
を
受
け
、
定
款
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。
結
果
、
定
款
第
十
七
条
評
議
員
の
選
任
・
解
任
に
関

す
る
条
項
は
変
更
さ
れ
、
即
時
に
実
効
さ
れ
評
議
員
、
理
事
、
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。

理
事
会
報
告
及
び
エ
ヤ
ッ
プ
（:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
訪
問
に
つ
い
て

報
告
す
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
。
エ
ヤ
ッ
プ
と
の
こ
れ
か
ら
の

方
針
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
考
え
て
行
き
た
い
と
述
べ
た

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
と
井
上
和
子
評
議
員
長
。

日
本
友
愛
協
会
の
有
益
な
活
動
を
評
価
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

力
を
お
借
り
し
て
今
後
の
事
を
考
え
た
い
と
挨
拶

年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告
書
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

採
決
の
結
果
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

【
計
算
書
類
・
事
業
報
告
・

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告

書
は
す
べ
て
日
本
友
愛
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

第
四
号
議
案

第
四
号
議
案
　
定
款
変
更
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
、
理
事
長

よ
り
変
更
の
理
由
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
ま
た
金
沢
監
事
よ
り
、

補
足
説
明
が
行
わ
れ
、
採
決
に

入
っ
た
。
結
果
、
第
四
号
議
案

は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
時
点
よ
り
「
定
款
第
十
七

条
　
評
議
員
の
選
任
及
び
解
任

は
評
議
員
選
考
委
員
会
の
決
議

に
よ
り
行
う
」
は
変
更
さ
れ
、

新
た
な
「
定
款
第
十
七
条
　
評

議
員
の
選
任
及
び
解
任
は
評
議

員
会
の
決
議
に
よ
り
行
う
」
が

有
効
と
な
る
旨
、
議
長
が
宣
言

し
た
。

第
五
号
議
案
　

任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
・
理

事
・
監
事
の
選
任

こ
れ
を
受
け
て
第
五
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
の
選

任
が
行
わ
れ
、
九
名
の
評
議
員

が
選
任
さ
れ
た
。
続
い
て
第
六

号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
理

事
・
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、

新
任
の
井
上
浩
義
理
事
を
含

め
、
六
名
の
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
監
事
は
二
名
が
選

任
さ
れ
た
。

【
評
議
員
・
理
事
・
監
事
の

氏
名
は
、
日
本
友
愛
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
／
情
報
公
開
の
項
に

掲
載
】

議
長
よ
り
、
直
ち
に
就
任
承

諾
書
を
受
け
る
よ
う
事
務
局
に

指
示
が
出
さ
れ
た
。

十
二
時
二
十
分
、
す
べ
て
の

協
議
を
終
え
、
評
議
員
会
は
終

了
し
た
。

友
愛
ク
ラ
ブ
最
終
例
会
開
催

四
十
八
年
の
歴
史
に
幕
・
五
三
二
回
の
例
会

全
員
で
記
念
撮
影
。
再
会
を
約
し
て

奥
田
吉
郎
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
会
は

始
ま
っ
た
。
友
愛
ク
ラ
ブ
創
設
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
友
愛
協
会
理
事

万
感
の
思
い
を
込
め
て
挨
拶
す
る
川
手

正
一
郎
世
話
人
（
右
）
と
鶴
巻
克
雄
世

話
人
（
左
）。
友
愛
活
動
の
両
雄

閉
め
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
で
す
。
と

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
。
井
上
和
子
評
議

員
も
、
友
愛
か
ら
色
々
学
び
ま
し
た
と

日
本
友
愛
協
会
の
前
身
で
あ

る
、
友
愛
青
年
同
志
会
創
設
時

の
メ
ン
バ
ー
が
、
当
時
設
定
さ

れ
た
「
三
十
五
歳
定
年
制
」
を

受
け
て
卒
業
。
そ
の
卒
業
生

（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
が
集
い
、
毎

月
一
回
の
勉
強
会
を
開
い
て
い

た
。
そ
れ
が
「
友
愛
ク
ラ
ブ
」

で
あ
る
。
何
と
八
月
は
お
休
み
、

年
十
一
回
の
開
催
で
、
五
三
二

回
を
数
え
る
と
い
う
長
寿
勉
強

会
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
創
設
時
の
メ

ン
バ
ー
も
出
席
が
難
し
く
な
る

な
ど
、
諸
般
の
事
情
か
ら
「
メ

ン
バ
ー
が
元
気
な
内
に
、
最
後

を
締
め
括
る
」
と
い
う
信
念
の

も
と
、
こ
の
第
五
三
二
回
を
以

て
終
了
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

最
終
例
会
と
な
っ
た
七
月
八

日
（
水
）
は
、
昔
か
ら
の
顔
ぶ

れ
も
揃
い
、
和
気
靄
靄
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

皆
異
口
同
音
に
「
無
く
な
る

の
は
寂
し
い
」「
惜
し
い
」「
ま

た
別
の
か
た
ち
で
」「
年
に
一

度
で
も
」
と
、
終
了
を
惜
し
む

声
が
あ
が
っ
た
。
川
手
、
鶴
巻

両
世
話
人
も
、「
ク
ラ
ブ
の
残

余
会
費
を
、
日
本
友
愛
協
会
に

寄
付
」
を
含
め
、「
今
後
に
つ

い
て
は
一
任
し
て
欲
し
い
」
と
、

皆
の
思
い
を
受
け
取
っ
た
。
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ウ
ィ
ー
ン
に
は
多
く
の
国
連
関
連
の
本

部
、
ウ
ィ
ー
ン
支
部
が
あ
る
。
万
国
旗

が
た
な
び
く
広
場
は
、
平
和
の
象
徴

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
桟
敷
で
、
濃
厚
な
オ

ペ
ラ
を
鑑
賞
。
日
本
人
観
客
か
ら
鳩
山

元
総
理
だ
と
声
が
あ
が
る

ウ
ィ
ー
ン
の
有
名
な
ホ
テ
ル
ザ
ッ
ハ
ー

で
夕
食
。
見
事
な
調
度
、
素
晴
ら
し
い

料
理
、
流
石
は
名
店
と
う
な
ら
せ
る

ホ
テ
ル
ザ
ッ
ハ
ー
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
合
室
。

時
空
を
超
え
て
、
中
世
の
貴
族
に
な
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
の
見
事
な
庭

園
。
遠
近
法
を
利
用
し
、
遙
か
に
続
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

ゼ
ル
ボ
事
務
局
長
を
囲
ん
で
、
懇
談
。

友
愛
の
精
神
で
、
世
界
中
か
ら
核
兵
器

を
無
く
し
た
い
と
鳩
山
理
事
長

世
界
中
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
デ
ー
タ
、

情
報
を
瞬
時
に
表
示
。
世
界
の
ど
こ
で
、

放
射
能
濃
度
が
上
が
っ
た
の
か
解
る

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
ん
で
い
る
問
題

に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
を
受
け
る
。

核
実
験
が
無
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

細
か
い
研
修
を
終
え
、
一
同
で
記
念
撮

影
。
全
て
の
情
報
が
集
ま
り
、
分
析
さ

れ
て
い
る
様
子
に
、
感
心
し
た

ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る
国
際
機
関
の
一
つ
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
の
前
で
記
念
撮
影
。
日
章
旗

の
前
を
選
ん
だ
の
だ
が
…
風
が
な
い

エ
ヤ
ッ
プ
の
「
お
も
て
な
し
」

に
感
謝

私
は
「
お
も
て
な
し
」
は
日

本
の
誇
る
べ
き
文
化
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
ど

も
日
本
友
愛
協
会
を
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
エ
ヤ
ッ
プ
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
）
の

方
々
の
心
配
り
は
、
日
本
の
得

意
芸
が
真
っ
青
に
な
る
く
ら
い

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま

ず
は
ウ
ィ
ー
ン
の
空
港
に
着
い

た
時
か
ら
空
港
を
離
れ
る
瞬
間

ま
で
、
身
を
も
っ
て
友
愛
を
示

し
て
下
さ
っ
た
エ
ヤ
ッ
プ
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ク
ー
デ
ン
ホ
フ
・
カ
レ
ル
ギ

ー
伯
の
薦
め
で
始
ま
り
ま
し
た

友
愛
協
会
と
エ
ヤ
ッ
プ
の
お
付

き
合
い
は
今
年
で
満
五
〇
年
、

エ
ヤ
ッ
プ
の
ご
招
待
を
受
け
て

伺
っ
た
十
四
名
の
友
愛
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
夢

の
よ
う
な
ウ
ィ
ー
ン
」
の
日
々

を
満
喫
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
も
、
政
治
家

時
代
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
解
放
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、
人
生
の
オ

ア
シ
ス
の
一
週
間
で
し
た
。

泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
は
ハ
プ
ス

ブ
ル
グ
皇
帝
が
狩
猟
の
館
と
し

て
使
っ
た
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮

殿
の
正
面
に
あ
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
宮
殿
の
中
に
入
り
、

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
使
用
し

た
部
屋
な
ど
を
見
物
も
し
ま
し

た
が
、
人
混
み
が
激
し
い
の
で

適
度
で
切
り
上
げ
、
そ
れ
よ
り

も
広
い
庭
を
散
歩
コ
ー
ス
に
し

て
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

国
連
機
関
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
核
実

験
禁
止
条
約
機
構
）
訪
問

ウ
ィ
ー
ン
に
は
い
く
つ
も
の

国
連
機
関
が
あ
り
ま
す
。
時
間

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
と
申
し
入

れ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
土
曜
日

に
も
拘
わ
ら
ず
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ

（
核
実
験
禁
止
条
約
機
構
）
を

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
け
、
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
出
身
の
ゼ
ル
ボ
事

務
局
長
が
丁
寧
に
応
対
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

世
界
中
の
放
射
能
測
定
器
か

ら
時
時
刻
刻
の
値
が
入
っ
て
き

て
お
り
、
３
・
11
の
時
に
も
あ

っ
と
い
う
間
に
放
射
能
が
世
界

中
に
拡
散
し
て
い
く
様
子
が
見

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

土
曜
の
午
後
は
美
術
史
博
物

館
で
、
中
世
の
画
家
の
タ
ッ
チ

と
し
て
は
珍
し
い
の
で
好
き
な

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
の
絵

を
発
見
し
、
一
人
で
興
奮
し
て

い
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
ド
ン
ジ
ョ
バ

ン
ニ
鑑
賞

夕
刻
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
隣

の
ホ
テ
ル
・
ザ
ッ
ハ
ー
で
、
エ

ヤ
ッ
プ
の
シ
ュ
ス
ラ
ー
名
誉
会

長
ご
夫
妻
と
共
に
サ
ー
モ
ン
ト

ラ
ウ
ト
の
豪
華
な
夕
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
こ
こ

で
生
ま
れ
た
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
の

味
は
格
別
で
し
た
。

そ
の
後
、
ド
ン
ジ
ョ
バ
ン
ニ

を
観
て
、
歌
唱
力
に
感
激
。
描

写
も
激
し
く
、
オ
ペ
ラ
で
こ
こ

ま
で
や
る
の
か
と
、
ま
た
も
や

興
奮
の
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
の
一
日

日
曜
は
シ
ュ
ス
ラ
ー
さ
ん
の

お
嬢
さ
ん
（
エ
ヤ
ッ
プ
事
務
局

長
）
の
案
内
で
、
バ
ス
で
ウ
ィ

ー
ン
か
ら
西
に
ド
ナ
ウ
川
沿
い

に
向
か
い
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る

ド
ナ
ウ
川
を
眺
め
な
が
ら
、
お

城
で
昼
食
、「
生
き
て
い
て
良

か
っ
た
ぁ
」
と
。
バ
ス
が
更
に

奥
に
進
む
と
、
上
半
身
裸
の
鍛

冶
屋
の
お
じ
さ
ん
の
出
迎
え
が

あ
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、

彼
に
教
わ
り
な
が
ら
、
妻
は
ト

ン
テ
ン
カ
ン
と
叩
い
て
い
ま
し

た
。
夕
食
後
、
白
夜
の
中
で
地

元
独
特
の
吹
奏
楽
を
聴
き
、
中

世
の
衣
装
を
纏
っ
た
夜
回
り
隊

の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
く
な

六
月
十
二
日
（
金
）
か
ら
六
月
二
十
五
日
ま
で
、（
第
一
陣
十
二
日
〜
十
九
日
／
第
二
陣
十
五
日
〜
二
十
五
日
）
日
本
友
愛
協
会
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（
エ
ヤ
ッ
プ
）
の
友
好
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
友
愛
訪
墺
団
が
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
問
し
た
。
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
始
め
、

多
く
の
行
事
に
参
加
、
友
好
の
絆
を
強
め
た
。
エ
ヤ
ッ
プ
と
は
新
た
に
友
好
協
議
書
を
作
成
、
今
後
も
友
好
関
係
を
続
け
て
行
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、
読
者
に
自
分
の
言
葉
で
お
伝
え
し
た
い
と
自
ら
報
告
を
認
め
ら
れ
た
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
、
そ
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
写
真
と
共
に
掲
載
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訪
墺
団
団
員
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）：

鳩
山
由
紀
夫
・
鳩
山
幸
・
川
手
正
一
郎
・
戸
澤
英
典
・
高
橋
啓
三
・
島
崎
照
代
・
三
ツ
石
潤
司
・
本

島
阿
佐
子
・
ヨ
ズ
ア
・
バ
ル
チ
ュ
・
原
俊
子
・
川
手
祥
右
・
高
橋
佳
大
・
羽
中
田
元
美
（
事
務
局
）
・
河
口
ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
（
通
訳
）

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
イ
エ
ロ
ー
と
呼
ば

れ
る
黄
色
の
城
が
、
真
っ
青
な
空
に
映

え
て
鮮
や
か
な
美
し
さ
を
誇
っ
て
い
た

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
ゼ
ル
ボ
事
務
局
長
と
。
土

曜
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
丁
寧
に
案
内
し

て
く
だ
さ
っ
た
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五
つ
星
ホ
テ
ル
で
食
事
。
古
き
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
雰
囲
気
を
満
喫
。
名
産
の
ワ
イ

ン
、
杏
の
デ
ザ
ー
ト
に
舌
鼓

中
世
衣
装
に
身
を
包
み
、
街
を
一
回
り
。

夜
回
り
と
い
っ
て
も
九
時
を
回
っ
て
ま

だ
明
る
い
街
で
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

青
山
光
子
の
墓
に
献
花
。
立
派
な
お
墓

の
立
ち
並
ぶ
、
眺
め
の
良
い
丘
の
上
。

全
員
で
真
っ
赤
な
バ
ラ
を
捧
げ
た

核
兵
器
拡
散
防
止
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
歴
史
的
絵
画
に

囲
ま
れ
た
一
室
で
行
わ
れ
た

ど
存
分
に
楽
し
み
、
ホ
テ
ル
に

戻
っ
た
の
は
そ
ろ
そ
ろ
翌
日
に

な
る
頃
で
し
た
。

核
軍
縮
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

翌
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

青
年
た
ち
と
の
核
軍
縮
に
関
す

る
討
論
会
で
し
た
。
午
前
中
に
、

竹
歳
誠
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

を
大
使
館
に
お
訪
ね
し
、
午
後

か
ら
一
路
会
場
の
あ
る
街
に
向

か
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
そ
の
会
場
の
素
晴

ら
し
い
こ
と
。
ク
ロ
ー
ス
タ
ー

ノ
イ
ブ
ル
ク
修
道
院
の
一
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
修
道

院
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
の

冠
な
ど
九
〇
〇
年
に
も
及
ぶ
貴

重
な
文
化
財
が
陳
列
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
も
っ
た
い
な
く
も
そ

の
一
部
屋
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
軍
縮
局
長
ク
メ
ン
ト
氏
な
ど

と
の
間
で
討
論
会
を
行
い
ま
し

た
。私

か
ら
は
、
核
兵
器
保
有
国

が
核
を
捨
て
る
こ
と
は
な
か
な

か
進
ま
な
い
、
憎
し
み
の
種
を

な
く
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
友
愛
を
広
め
る
こ

と
が
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
若

者
た
ち
が
熱
心
に
質
疑
を
し
て

く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

ク
ー
デ
ン
ホ
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー

伯
の
母
青
山
光
子
の
墓
に
献
花

火
曜
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

迎
え
、
午
前
中
に
ク
ー
デ
ン
ホ

フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
母
青
山

光
子
（
墓
石
は
Ｍ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
み

つ
）
の
墓
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
を
込
め
て
花
を
供
え
て
お
参

り
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は

供
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
日
本
人
は
醤
油
が
好
き
だ

ろ
う
と
、
観
光
客
が
醤
油
を
供

え
る
こ
と
が
多
い
と
伺
い
ま
し

た
。
同
じ
墓
地
に
エ
ヤ
ッ
プ
の

初
代
会
長
の
ブ
ッ
フ
ヴ
ィ
ー
ザ

ー
氏
の
立
派
な
お
墓
の
部
屋
も

あ
り
、
そ
ち
ら
に
も
み
な
で
花

を
供
え
ま
し
た
。
ひ
と
月
ほ
ど

前
に
ブ
ッ
フ
ヴ
ィ
ー
ザ
ー
会
長

の
ご
夫
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

伺
い
、
併
せ
て
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

お
昼
は
ホ
テ
ル
近
く
の
有
名

な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
タ
ー
フ
ェ

ル
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
と
い
う
牛
肉
の

煮
込
み
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
牛
肉
を
骨
つ
き
で
長
時
間

煮
込
ん
だ
ス
ー
プ
は
絶
品
で
し

た
。
幸
な
ど
は
四
、
五
杯
お
代

わ
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
し

た
。

友
好
五
〇
周
年
記
念
式
典

―
懸
け
橋
―

友
愛
協
会
と
エ
ヤ
ッ
プ
と
の

五
〇
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

は
、
寄
宿
舎
の
立
ち
並
ぶ
エ
ヤ

ッ
プ
の
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
代
会
長
の
お
嬢
様
や
五

〇
年
前
を
ご
存
じ
の
方
な
ど
、

ゆ
か
り
の
方
々
が
お
見
え
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
エ
ヤ
ッ
プ
の
ペ

ル
コ
ビ
ッ
チ
会
長
方
と
友
愛
協

会
理
事
長
の
私
と
の
間
で
、

〝Preserving
B
ridges

〞
と
書
か

れ
た
、
両
団
体
の
協
力
の
合
意

書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
合
意
書
に
は
、「
両
者
の
友

愛
の
協
力
」
の
方
法
と
し
て
、

両
団
体
の
情
報
の
交
換
、
若
者

交
流
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

社
会
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開
、
両
団
体
が
協
力
す
る
第
三

国
へ
の
貢
献
事
業
な
ど
を
行
い

た
い
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
期
待
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
有
難
い
思
い
を
抱
き
な

が
ら
、
友
愛
協
会
の
未
来
に
向

け
て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。
故
中
嶋
信
行
理

事
を
は
じ
め
、
両
団
体
の
交
流

に
力
を
注
い
で
来
ら
れ
た
先
輩

諸
氏
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
継

続
は
力
な
り
。
そ
し
て
未
来
に

向
け
て
日
墺
の
小
さ
な
架
け
橋

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
。

ウ
ィ
ー
ン
市
庁
舎
へ
ホ
イ
プ
ル

市
長
訪
問

水
曜
の
午
前
中
は
ウ
ィ
ー
ン

市
庁
舎
に
て
、
ホ
イ
プ
ル
市
長

ご
招
待
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
は

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
大
統
領
が
お
招

き
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
急
き
ょ
ド
イ

ツ
に
旅
立
た
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
、
Ｅ
Ｕ
は
シ
リ
ア

な
ど
か
ら
の
難
民
問
題
と
ギ
リ

シ
ャ
の
債
務
問
題
を
抱
え
て
い

る
の
で
、
し
ば
し
ば
ト
ッ
プ
会

談
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
自
信
満
々
の
ホ
イ
プ
ル
市

長
は
、
自
分
よ
り
市
長
職
の
長

い
市
長
は
十
三
世
紀
に
は
い
た

よ
う
だ
が
…
な
ど
と
ご
機
嫌

で
、
予
定
の
時
間
を
は
る
か
に

超
え
て
お
付
き
合
い
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

返
礼
晩
餐
会
開
催

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
な
ど

の
観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
少

し
の
間
楽
し
ん
だ
後
、
最
後
の

夜
は
私
が
主
催
す
る
返
礼
の
晩

餐
会
を
、
大
聖
堂
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
素

晴
ら
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
初
め
て

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
料
理

も
お
い
し
く
大
層
気
に
入
っ
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

友
愛
協
会
の
一
行
に
は
、
ド

イ
ツ
歌
曲
関
係
者
も
数
名
お
り

ま
し
た
の
で
、
和
気
あ
い
あ
い

の
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
か
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
日
本
の
双
方
の
歌

の
披
露
が
あ
り
、盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。事
務
局
の
羽
中
田

さ
ん
か
ら
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
。

ハ
プ
ニ
ン
グ
は
と
言
え
ば
、

通
訳
の
女
性
が
討
論
会
の
直
後

に
心
筋
梗
塞
気
味
に
な
り
入
院

を
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
で

も
今
回
の
訪
問
を
取
り
仕
切
っ

た
ビ
ン
マ
ー
専
務
理
事
が
そ
の

き
め
細
や
か
さ
を
発
揮
し
、
病

院
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

彼
女
は
そ
の
後
快
方
に
向
か
っ

た
と
伺
い
安
堵
い
た
し
ま
し
た

が
、
彼
女
が
い
な
く
な
っ
た
後

半
は
、
急
き
ょ
ド
イ
ツ
語
を
話

せ
る
ド
イ
ツ
歌
曲
の
先
生
方
に

助
っ
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
に
感
謝

で
す
。

健
康
と
言
え
ば
、
川
手
常
務

理
事
の
元
気
な
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
。
散
歩
の
道
す
が
ら
、

川
手
理
事
と
エ
ヤ
ッ
プ
と
の
協

力
を
含
め
、
友
愛
協
会
の
今
後

に
つ
い
て
相
談
い
た
し
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
何
を
す
る
か
考

え
て
い
こ
う
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

七
日
目
の
朝
、
私
ど
も
は
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
行
わ

れ
て
い
た
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
席
す
る
た
め
に
、
一
足
先
に

ウ
ィ
ー
ン
を
発
ち
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
た
瞬
間

に
、
時
計
が
通
常
の
動
き
に
戻

っ
た
よ
う
で
し
た
。

（
完
）

―
写
真
四
面
に
つ
づ
く
―

在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
竹
歳
誠
大
使
を
訪
問

の
た
め
日
本
大
使
館
へ
。
奥
様
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
店
な
ど
の
情
報
を
頂
く

村
の
青
年
達
が
、
ス
テ
ッ
プ
も
軽
や
か

に
踊
り
な
が
ら
歌
っ
て
歓
迎
。
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
と
鳥
の
声
が
調
和
す
る

エ
ヤ
ッ
プ
初
代
会
長
の
お
墓
に
も
お
参

り
し
た
。
お
墓
と
い
う
よ
り
、
小
さ
な

一
軒
家
の
雰
囲
気
で
立
派
な
も
の
だ

思
わ
ず
全
員
が
ワ
ー
と
声
を
挙
げ
た
、

逞
し
い
鍛
冶
屋
さ
ん
が
上
半
身
裸
で
お

出
迎
え
。
古
い
製
法
を
守
っ
て
い
る

ウ
ィ
ー
ン
の
高
校
生
の
、
核
兵
器
に
対

す
る
認
識
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
国

の
取
り
組
み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

豪
華
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
会
場
。

三
十
年
来
と
い
う
暑
さ
に
は
閉
口
し
た

が
、
そ
れ
を
上
回
る
熱
意
に
感
動
し
た

荘
厳
で
華
や
か
な
佇
ま
い
の
ク
ロ
ー
ス

タ
ー
ノ
イ
ブ
ル
グ
修
道
院
。
広
大
な
敷

地
は
、
手
入
れ
が
施
さ
れ
見
事
な
庭
園

と
い
え
る
。
院
内
の
展
示
物
は
、
世
界

的
に
も
価
値
の
高
い
も
の
で
、
歴
史
を

物
語
る
。
貴
重
な
場
所
を
見
学
で
き
た

日
本
か
ら
同
行
の
大
学
生
も
、
資
料
提

供
な
ど
を
通
じ
て
、
現
地
学
生
と
交
流
。

修
道
士
の
衣
装
も
見
事
で
あ
っ
た

友
好
協
議
書
に
調
印
。
右
か
ら
ビ
ン
マ

ー
専
務
理
事
、
鳩
山
理
事
長
、
ペ
ル
コ

ビ
ッ
チ
会
長
、
シ
ュ
ス
ラ
ー
事
務
局
長
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時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

「
時
事
川
柳
研
究
会
」
会
長

―
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
雪
崩

温
暖
化
最
高
峰
を
怒
ら
せ
る

―
箱
根
山

注
目
度
富
士
山
越
え
を
果
た
す

山
―
中
畑
流
監
督
術

監
督
が
黄
金
週
間
完
勝
し

―
白
鵬
破
る

逸
の
城
や
っ
と
出
来
ま
す
恩
返

し
―
豊
洲
・
新
国
立
競
技
場

暗
雲
が
立
ち
込
め
て
き
た
五
輪
熱

―
照
ノ
富
士
関

口
上
が
横
綱
級
と
称
え
ら
れ

―
年
金
漏
洩
問
題

最
晩
年
詫
び
状
一
通
渡
さ
れ
る

―
十
八
歳

与
野
党
の
ど
ち
ら
に
転
ぶ
初
切

符

◆
友
愛
に
は
多
く
の
活
動
歴
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
「
友

愛
ク
ラ
ブ
」
の
解
散
は
誠
に
残

念
で
あ
り
、
忸
怩
た
る
思
い
で

す
。
友
愛
の
ス
タ
ー
ト
は
昭
和

二
十
八
年
で
す
が
、
発
足
し
て

間
も
な
く
青
年
と
は
何
歳
ま
で

か
討
議
し
、
三
十
五
歳
と
決
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
執
行
部
の

役
職
を
三
十
五
歳
定
年
と
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
定
年
後
の

メ
ン
バ
ー
の
拠
り
所
と
し
て
友

愛
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
の
で

す
。
昭
和
四
十
二
年
八
月
九
日

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
の

第
一
回
の
例
会
は
、
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
以
来
、
今
日
ま
で
四
十
八
年

間
八
月
を
除
く
年
十
一
回
の
例

会
で
五
三
二
回
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
に

よ
り
や
む
な
く
七
月
を
最
終
例

会
と
し
た
次
第
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
友
愛
の
志

を
若
い
人
た
ち
に
継
承
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
特
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｋ
）

◆
ウ
ィ
ー
ン
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
三
十
年
振
り
と
い
う
暑
さ

の
な
か
、
冷
房
も
無
い
古
い
お

城
の
様
な
ホ
テ
ル
は
、
ま
る
で

石
釜
状
態
。
ど
う
や
っ
て
も
冷

め
る
事
の
な
い
保
温
性
の
良
い

石
に
囲
ま
れ
て
…
。
石
釜
ピ
ザ

や
石
釜
パ
ン
が
何
故
美
味
し
い

の
か
、
身
を
以
て
体
験
し
て
理

解
で
き
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

何
し
ろ
お
ヘ
ソ
の
周
り
か
ら
、

じ
わ
〜
と
温
か
さ
が
込
み
上
げ

て
来
て
、
そ
れ
が
翌
日
も
続
き

…
。
ご
理
解
頂
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
と
も
あ
れ
、
記
念
式
典

は
大
成
功
で
し
た
！
　
　
（
も
）

機関紙『友愛』原稿募集
機関紙『友愛』に皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボ
ランティア活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも
結構です。ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿
ください。詳しくは事務局までお問い合せください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願いいたします。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
を
横
に
見
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
返
礼
晩
餐
会
を
開
催
。

理
事
長
の
挨
拶
に
皆
笑
顔
で
応
え
た

エ
ヤ
ッ
プ
の
正
面
玄
関
で
。
平
和
を
願

う
古
い
舌
（
ぜ
つ
／
教
会
の
鐘
の
音
を

出
す
部
分
）
が
飾
ら
れ
て
い
る

お
土
産
の
甚
平
を
羽
織
っ
て
ご
機
嫌
の

ホ
イ
プ
ル
ウ
ィ
ー
ン
市
長
。
迫
力
の

あ
る
話
し
振
り
に
、
圧
倒
さ
れ
る

ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
の

先
生
方
に
よ
る
、
混
声
合
唱
団
。
俄
仕

立
て
と
は
思
え
な
い
見
事
な
調
和
で

シ
ュ
ス
ラ
ー
名
誉
会
長
の
執
務
室
。
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
領
事
館
も
兼
ね
る
、

治
外
法
権
特
殊
な
空
間
と
な
っ
て
い
る

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
美
し
く
も
力

強
い
迫
力
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
墓
所

で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
観
光
名
所

友
好
協
議
書
に
サ
イ
ン
を
済
ま
せ
、
鳩

山
理
事
長
（
写
真
右
）、
ぺ
ル
コ
ビ
ッ

チ
会
長
（
写
真
左
）
と
記
念
撮
影

エ
ヤ
ッ
プ
が
用
意
し
た
サ
イ
ン
帳
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
鳩
山
理
事
長
が
署

名
。
次
ペ
ー
ジ
に
全
員
が
署
名
し
た

会
場
の
前
で
、
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
。

古
く
か
ら
の
エ
ヤ
ッ
プ
会
員
も
集
い
、

和
気
藹
々
の
雰
囲
気
が

重
厚
な
造
り
の
市
庁
舎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
。
日
章
旗
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

旗
が
飾
ら
れ
て

ウ
ィ
ー
ン
市
庁
舎
の
屋
根
に
輝
く
、
金

色
の
エ
ン
ブ
レ
ム
「
騎
士
の
像
ラ
ー
ト

ハ
ウ
ス
マ
ン
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
／
照
屋
篤

紀
さ
ん
の
歌
声
に
聴
衆
が
聞
き
入
っ
た

エ
ヤ
ッ
プ
（:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
が
作
成
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
。
友
愛
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
入
り
で
、
第
二
五
回
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
が
出
演
す
る
こ
と

な
ど
を
知
ら
せ
る
。
有
名
な
ビ
バ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

記
念
式
典
の
六
月
十
六
日
は
、
川
手
常

務
理
事
の
誕
生
日
。
エ
ヤ
ッ
プ
か
ら
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
激

ウ
ィ
ー
ン
で
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

普
段
は
と
て
も
経
験
出
来
な
い

ウ
ィ
ー
ン
を
沢
山
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
と
友
愛
の
友

好
五
〇
周
年
記
念
式
典
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま

の
長
い
歴
史
を
共
有
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
は
本
当
に
感
慨
深
い

こ
と
で
し
た
。

鳩
山
先
生
ご
夫
妻
と
ご
一
緒

に
、
ウ
ィ
ー
ン
市
長
の
お
話
を

身
近
で
伺
う
こ
と
が
で
き
た
の

も
大
変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
沢
山
美
味
し
い
お

食
事
、
多
く
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
…

思
い
出
す
の
が
大
変
な
く
ら
い

盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

皆
様
が
お
帰
り
に
な
っ
て
か

ら
の
自
由
行
動
も:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の

皆
さ
ん
に
大
変
良
く
し
て
頂
き

ま
し
た
。
彼
ら
の
十
字
架
設
立

三
〇
周
年
記
念
山
登
り
に
も
参

加
し
て
参
り
ま
し
た
。

最
後
の
日
の:

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
主
催

の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

ホ
ー
ル
一
杯
の
お
客
様
の
前
で

照
屋
さ
ん
は
大
変
立
派
に
お
歌

い
に
な
り
、
お
客
様
み
な
さ
ん
、

彼
の
歌
唱
に
魅
惑
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。

楽
し
い
旅
行
を
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
鳩
山

先
生
ご
夫
婦
、
井
上
和
子
様
、

ご
同
行
の
皆
様
に
ど
う
か
く
れ

ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ

い
ま
せ
。


